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を決定した。{号、1M造伝デの転写株式を検討するため. Northcrn blot hybridizationおよびPrimcr
extcnsion解析を行ったの
【結果】(l)FrjVおよびFriBウイルスともにHADは陰性であった。 :g)両ウイルスともに感染症遊離ウイル
ス位寸この産~UJ， lO円、U/ml 未満で・あった(; @hxftJ免疫沈|峰?ムーではいずれの抗体においてもM蛋白は検出され
たよかったのまた，愚者巾清・|埴液中のt/C\-1抗体の選択的減少が認められた。 @Fr汀.および~Fr/B ウイルスと
もにM遺伝子中にナンセンス変異は認めないものの. biased hypcrmutat ionを認め，同ウイルス聞に 7箇
月|のJ:<.H点の相違が認められた‘:.:5.、Korthcrnblot hybridizationで1"1ヅVウイルスの転写パターンは正常
であったが.Fr/BのPおよびMmonocistronic RNAが検山されず. P-M bicistronic R~^の転'ljの相対
的明加が認められたっ Primercxtcnsiunでは、 Fr!Bウイルスにおいて， M ci S t ronf)・端からの転写は認
められなかった、
._ 2;1 1 . 
【結論】 SSPEウイルス大|坂2株Fr/VおよびFr!Bウイルスは，ともにM蛋白発射の認められない欠損型ウイ
ルスであったが. Mi室{云デ塩基配列と転写様式が亙いに興ゐ:るsiblingvirusであったcζのことか










いもののbiasedhypermutationを認め，両者間に 7境基の相違を認めたじそこで.Northcrn blot 
hybridizat ionおよびprimcrcxtcnsionによる転写解析を行った結果.Fr/Vウイルスの転写パターンは
止常であったが.Fr/BウイルスではP.Mrcad throu的現象を認めたω
以上， Fr/VおよびFr/日ウイルスはM蛋自発現のない欠損型ウイルスであるが， M造イ云下塩基配列と転写
縫式が主i~ 、~こ異なっていたことから，発症早期の画倣上i正常な微小部叫ーに， 2種の火J員型変異麻疹ウイル
スが存在していたことが明らかになった。
木論文は，発症早期の小児の脳内におけるSSPEウイルスの分子生物学的性状を明らかにしたものであり，
この研究成果はSSPE発症機構の解明に寄与したものとして博士(医学)の学位を授与されるに値すると判
定した。
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